(夕 9 ) 


頭下ミつを0これの種名はまだきめかねているえ?,面をいのは2岐しを背おが第1から第 
7 までは蓝常であるが第 8 がら 棠 U ま で左側のむのが異常で畴お的である。繁 8 背おは下 
緣膨巧，第9から第 1] までは何れも圃おや勾ちがなどに萎縮している。 

OMicrocreagrie というカニムシには日本產は 5 穗をる。 1934 年までにこ夕题は 37 種を含ん 
でいを0その後 Zoological Record で徴後最新の分まで當つてみをら M* parisi Vachon, 
M. indochinensis Redikortzev, M. chinensLs Beier (南京産)， M. heros Beier, IVI. lata 
Hoff, M. ozarkensis Hoff, M. abnorrais Turk, M. cavernicola Vachon, M. balcani- 
na Hadzi 等がふえて 總べ てが種 程に なつたようである。 この Microcre' が ris という 囑 
あの意味が判らないで度っている。（が上を巧简島蕃雄） 

國立自然敎育園內の蜘蛛（追加） 

本誌前號にお 40 種のが名を褐げち。その後， 1947 年と玉りが年にこの圆巧くの白给ル擧按 
の究责達が採集したクモを，それを保管していた長お川た巧んら渡され，その中に前圆の 
リ乂卜にをまれていないものを幾っか見巧しをので追加する0层な川巧がびに鑑識して頂 
いを植が利ホ氏に謝意を捧げる0 

ヤマシロダモ科 4 2 ヤマシログモ Sc が odes nlgrolineata Simon コガネグモ科 43 ヤブ 
シロ ホニグモ Araneus scylla C Ivarsch) 4^3 ツデコ•ミグモ Cjcloia sedeculata Karsch 
( 卵藥のみ）八 エト リグ モ巧がアカアリグモ Myrmarachne japonica Karsch フクログ 
モ科がムナアカフクログモ Clubiona vigil Karsch ( 高島春雖） 

尾瀬のャスデ^斑 
尾瀬おを中ぶ、とする違瀬濕願での動植构の採集調査は昨璃和25年のはやりになった。擧 
を，巧究者，熱ぶ、家が夏季には多數おかけをようで去る。見蟲學者長お川た巧が是蟲採集 
の餘力を化て多足顯をも若す•採りそれを私に寄贈して下さつを。それを S 好保德巧る;調查 
し‘て夕の如くか知らせ下さった0標晶は現を S さ子巧のわ手許にある。 

1 Japonaria laminata (Attems) オビババヤスデ 1950 年 7 巧 16 日，至佛化 1 ろ同年 
9 巧 19 目，富主見转 ， 33 さ 59 9 

SEpanerchodus sp. オビヤスデ 1 種 19 訊年 9 巧： U) 日， 1 9 (ろが無いので種をまでみ 
をし難い） 

3ICartei*oii み 33 niger Attems クロ ヒメ ヤスデ 
1950 年 7 巧 14 〜巧目，富击見略， 16 29 9 が上記して後目の備恣とする。富击具悼 

も至佛出も濕原から.は離れたがである。（离島春雄） 



